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要旨 

講師の発話を要約した字幕を講義の映像に字幕として付与することは、日本語初心者が講義の内容を理解する時

に効果的であることが示されている．しかし，要約字幕の作成には多くの労力が必要であり，講義を担当する講師

以外の人物が要約を作成した場合，講師の意図と異なる要約が作成されてしまう等の問題点があった．本稿では，

意思決定法の手法を利用して，講師の発話テキストから重要文を抜粋することにより，講師の意図を踏まえた要約

字幕の作成を支援する方法を提案している． 

 

1. はじめに    

マレーシア人学生の日本の工学系大学留学の為の予備教育プログラムとして JAD プログラムがある．

このプログラムでは，１年目に日本語教育を中心とした教育を行い，２年目以降の工学系の講義はほぼ

日本語で行われ，現地教員で対応しきれない講義については日本で撮影した講義を講義コンテンツ（講

義の映像）として配信することによって行われる．講義コンテンツはストリーミングサーバに保存され

学生は繰り返し閲覧することができる．しかし，学生は日本語を学び始めて１年しかたっておらず，講

義コンテンツを見るだけでは内容を理解することは難しい．そのため，講義コンテンツに要約字幕（講

師の話した内容を要約した字幕）を付与することで学生の理解を支援する試みがなされている．高田ら

は留学生向けの映像コンテンツに対する字幕の有効性を検証し，外国人留学生に対して発話を要約した

字幕が有効であると述べている[1]．しかしながら，要約字幕の作成には多くの労力を必要とするだけで

なく，講師以外の人が要約を担当する場合が多く，講義を担当する教員の意図とは異なる字幕付き講義

コンテンツが作成されてしまうという問題点があった．そこで我々は意思決定法の手法を利用して講師

の発話情報から重要文を抜粋することにより，講師の意図を踏まえた要約字幕の作成を支援する方法を

提案する． 

 

2. 本研究が採用する要約の方法 

単語の置き換えによる要約，例えば「赤，青，黄色」という単語を「色」という単語に置き換えるよ

うな要約を行うには帰納推論を行わなければならない．しかし，計算機でこれを一般的に行うことは困

難である．そこで本研究では，文内に残る冗長性が残る，自然な形で文をつなげることが難しい，とい
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う問題があるものの，自動化が比較的容易に行える重要文抽出によって要約文を作成することにした． 

 

3. 重要文抽出手法 

講師が講義を行う時，講師には何らかの物事を学生に理解してもらいたいという意図があると考えら

れる．しかしながら，講師の意図を憶測することは不可能である．そこで，我々は発話中に出現するキ

ーワードを講師に選出・評価・分類してもらうことで，キーワードに講師の意図を反映させ，それを基

に重要文を選出することにより要約文を作成することにした． 

 

3.1. 構築した要約字幕作成支援システムの概要 

本研究で作成したシステムは，講師の発話に表示タイミングが付与されたテキストを入力とし，テキ

ストからキーワードの自動抽出を行う．次に，講師にキーワードの重要性を 6 段階に評価・分類しても

らい，分類と出現回数を基にキーワードの評価値を決定する．そして，キーワードの評価値を基に文の

評価値を算出する．最後に，文の評価値の高い順に要約文字数に収まるように文を選出することで要約

文を作成する．処理の流れを図１に示す．  

 

 

図 1 システムの処理の流れ 

 

3.2.  システムへの入力情報 

システムへの入力情報は音声の文字化ソフトを用いて講師の発話をテキスト情報化することにより作

成する．具体的には講師の発話情報をテキスト情報化してできた各文に発話タイミングの情報を付与し

たものを入力情報とする．図 2に講師の発話を基に作成された入力情報の例(入力画面)を示す． 

 

図 2 講師の発話を基に作成された入力情報の例(システムへの入力画面) 

3.3.  キーワードの自動抽出 

講師の話した内容のテキストからシステムがキーワードを自動抽出する．抽出するキーワードは形態

素解析の結果，１つもしくは２つ以上連続している，品詞が「名詞-一般」「名詞-固有名詞-一般」「名詞

-サ変接続」「名詞-数」「記号-アルファベット」「記号-一般」「記号-括弧開」「記号-括弧閉」「未知語」
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と先に述べた品詞の後ろに「名詞-接尾-サ変接続」「名詞-接尾-助数詞」が続いているものとした．図 3

にキーワード抽出結果表示画面を示す． 

 

 
 

図 3 キーワード抽出結果表示画面 

 

3.4.  各キーワードの評価・分類 

講師はシステムが自動抽出したキーワードを「必ず学生に理解してほしいキーワード」「できれば学生

に理解してほしいキーワード」「重要でないキーワード」の 3 段階に分類する．「学生に出来れば理解し

てほしいキーワード」については，さらに「とても重要」「どちらかといえば重要」「どちらかといえば

重要でない」「あまり重要でない」の 4 段階に分類する．「重要でない」を除く分類について，分類の中

で各キーワードの出現回数順に並び替えを行い，「あまり重要でない」の最も出現回数の少ないキーワー

ドから順に１点，2 点・・・と点数を与えていき「学生に必ず理解してほしいキーワード」の最も出現

回数が多いキーワードが最大の点数となるように点数付けを行う．この点数を各キーワードの評価値と

する．図 4に各キーワードの評価・分類画面，図 5に各キーワードの評価・分類の流れ，図 6各キーワ

ードの評価値表示画面，図 7 に各キーワードの評価値算出の流れを示す． 

  
 

図 4 各キーワードの評価・分類画面      図 5 各キーワードの評価・分類の流れ 

 

  
 

図 6 各キーワードの評価値表示画面    図 7 各キーワードの評価値算出の流れ 
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3.5.  各文の評価値の算出 

文の評価値はその文が含むキーワードの評価値の総和とする．キーワードとしてキーワード A1しか含

んでいない文の評価値はキーワード A1 の評価値と等しくなり，キーワードとしてキーワード A4，キー

ワード B4とキーワード C5を含む文の評価値はキーワード A4，キーワード B4とキーワード C5の評価値

の総和となる．図 8に各文の評価値表示画面，図 9に例を示す． 

  
 

図 8 各文の評価値表示画面   図 9 文の評価値の例 

3.6.  重要文の選出 

文の評価値の高い順に文を要約文字数に収まるように選出することで要約文を作成する．図 10に重要

文の選出画面を示す． 

 

図 10 重要文の選出画面 

4. おわりに 

文のどのような部分が冗長になっているか調べ，機械的に冗長部分を削除できないかを検討するとと

もに，提案手法で作成した要約文が日本語を１年しか学んでいないマレーシア人学生にどれだけ理解し

て貰えるか実験し，本手法で十分なのか，それとも，その他に考慮すべき事があるかの検討を行う． 
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